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GOSAT /TANSO-FTS 
TANSO・FTSのセンサー仕様
放射伝達方程式
｜地表面で放射された放射輝度 ｜
＋ 
I（ν）衡星で測定される放射絹度[Wl(cm1柑 Cm'・＇）］
B（ν，T(z）：・ブランク関数［Wl(cm1strcm・1]
JI.波数［cm・＇）
JAXA提供
ε：地表面の放射率
Z：地表からの高度［m]
P文気圧［bpa)
未知数はT(z）とN(z)
σ（v,T,P）：吸収気体毎の吸収断面積［m'lmcl]
N(z）：吸収気体毎の吸収体の数密度［moVm3]
TANSO・FTSとLBLRTMのスペクトルの比較
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研究背景
｜地珠温暖化問題は大きな国際的な政治・経済問題｜ι 
二酸化炭素は限られた地上測定点でしか測られてい
なく測定点には偏りがある
ι 
人工衛星を利用した温室効果ガスの全琢観測が
各国で計画されている
衛星プロジェクト
・GOSλT庁ANSO打 S(JAXA)
•OCO(NASA) 
研究目的
｜衛星で測られる放射スペクトルL1BI t! . γ十”判！
DJ :::t~t""'' ill*"""ill叶 ♀｜フー リエ変換｜
｜鳩山濃…ロ｜ ！？幅早川1
1 ：；沼；；~；~~~~；紋大気温分布の推定杭汁l ::::: I 
LBLRTM(u昨 by-LineRadiative T閣 1sferModel) 
｜任意の条件下において紋射線度の計算が可能な大気放射伝達モデル｜
HITRAN 
(High-resolution t悶nsmissionmolecule absorption database) 
d通習の気体分子に対し17極通〉
｜吸収気体の種類・独自の大気のプロファイル｜
ι＠亘丞診
｜放射輝度を計算 ｜
逆問題のモデル化
y = f(x) 
y十ムy= f(x+ ムx)
ι面白
ムy=Kムx
f(x）：放射伝達方程式
Y：：観測スベクトルベクトル
X：其値（温度）ベクトル
K -&f(x) ヤコビアン一一δx xを変化 させた場合のyの変化量
ロジャー ス法（MAP推定法）
事後確率密度関数 P(xly)
事前確率密度関数 P(x)
X。：初期推定量
s. ：初期推定量（X）の共分散行列
y ．観測値
s. ：測定値（Y）の共分散行列
K ．ヤコピアン
ベイズの定理
P(yjx)P(x) 
P(xly) = P(y) 
ι 
先＋1＝元十SαK;(KS;-1払・＋s;1r1(y-K;x;) 
d＂ιi番目の層にι玄加える
d＂はI[KJLBLR')'Mを使用し，中心差分法で計算
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TANSO・FTS/GOSATと理論値（黒体放射）の
スペクトルの比較
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共分散・誤差共分散
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対角項は各高度の気温の分散
非対角項は異なる高度の気温との共分散
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センサTANSO司FTSの雑音レベル（NESR)
輝度温度の測定精度（Stability)
S, = (0-NESR)(O-NESR) + (0-Stabi/ity)(O-Stability) 
= NESR2 + Stabi/ity2 
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計算回数毎の誤差推移
終了条件
解の修正が10-2以下
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データ処理の概略
ブランクの式 圃砂 第1層の温度
初期推定値 』
US standard・圃’ その他の層の温度
｜逐次計算を繰り返す ｜
．‘. ' . ll " t 
計値竃抜(.I)
初期推定値と最終推定値との誤差
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リトリーバル結果
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x，。包拍2制2柏
温度（K)
主却気回
初期推定値と最終推定値との誤差
(1300rv2000cm・1)
初期推定値と最終推定値との誤差
(600rv800cmつ
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結言
•TANSO-FTS/GOSATのデータから大気放射伝達モデル
(LBLRTM）を用いてロジャース法により大気温分布の推定を
行った．
・逐次計算を重ねる毎に放射輝度の誤差は確実に減少した．
・US.StandardAtmosphereの温度分布と最終推定値の温
度分布は，非常によく一致した．
・吸収帯のない波長帯と二酸化炭素の波長帯では，誤差は確
実に小さくなった．水蒸気の波長帯ではまだ誤差が残っていた．
水蒸気の時間的変化等を今後は考慮する必要がある．
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